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オンデマンド時代のＩＴ人財
～ 価値を生み出すヒューマンキャピタルの強化 ～

主 催 山 形 県

山形県オープンシステム研究会

<受講のおすすめ>

～ ＩＴ産業の活性化は魅力ある人財、組織作りから ～

山形はITの後進県と言える。平成15年特定サービス実態調査（経済産業省）に

よると、山形県の特定情報サービス産業の年間売上高は101億円であり、全国43

位、東北6位。なかでも東北5位の青森の年間売上高194億円の約半分と低迷して

いる。今年になって、東北各県のIT産業がいっせいに売り上げを落としている

が、その原因はどこにあるのか。

20世紀末から21世紀にかけて世界で起こった、IT革命をはじめとする環境変

化の本質とはなにか。それは、企業に大きな変革を余儀なくさせるほどのイン

パクトを持つものである。日本企業は、1980年代まではTQCなどによる「カイゼ

ン」を駆使して世界をリードする立場にあった。これに対して米英企業がITを

「 」 。活用するBPRの概念をもって企業の 全体最適 を指向したのが1990年代である

この時期、日本企業の多くはBPRと「カイゼン」の本質的な違いをとらえること

ができず、いわゆる「失われた10年」の傷を深く負わされることになった。21

世紀に入り、わが国の企業がようやく全体最適を指向するようになったころ、

世界ではまた新たな潮流が生まれた。

全体最適やBPRが やりかたを変える と比喩できるならば 今度の潮流は や「 」 、 「

ることそのものを変える」とでも言えよう。世界は新たな潮流に乗って大きく

変わりつつある この新たな世界を生き抜くために企業に求められるものは 強。 、「

さ」や「大きさ」ではなく 「柔軟性」や「即応性」である。もはや強く、大き、

くなる必要はない。規模は小さくても、柔軟性に富み、いかなる環境変化にも

遅れず対応できる企業こそが表舞台に立ち続けるであろう。

「柔軟性」や「即応性」の源は、環境変化をいち早くとらえて、それに対応

しようとする知恵にある。知恵の源は、人にある。当然ながら、良い知恵が集

まる企業は、優秀な「人財」にとって魅力的なものでなければならない。つま

り、いかに良い企業戦略を練るかということは重要な課題ではなく、いかに魅

力的な企業になるかということが大切である。それが結果として企業戦略に幅

と深さをもたらすことになるのである。

魅力的で柔軟性に富み、環境変化にすぐに対応できる企業になるためには、

組織として根本的な「変態 （メタモルフォーゼ）が求められる。メタモルフォ」

ーゼをうまく進めるためには、中央の大手企業よりも、地方で知恵を絞ってい

る意欲的な中小企業のほうが有利な位置にあるかもしれない。地方の企業にと

って、柔軟性と即応性で勝負すること、それが成功への道である。いっぽう、

自らのメタモルフォーゼに無関心な企業は、良くて国内大手企業の下請けに甘

んじることになるし、悪ければ躍進著しい中国企業に今のビジネスをすべて奪

わてしまうだろう。

本講演を通じて、自社にとっての具体的な方法について、何らかのヒントを

（ ）得ていただくことができれば幸いである。 文：佐藤幸作氏

記

１ 日 時 平成16年12月21日(火) 13:30～16:30（３時間）



２ 場 所 山形県産業創造支援センター 多目的ホール

〒990-2473 山形市松栄一丁目３番８号 (Tel 023-647-8111)

３ 講 師 アイ・ビー・エムビジネスコンサルティングサービス株式会社

公共事業本部戦略コンサルティングサービス

シニアコンサルタント

佐 藤 幸 作（SATO, Kosaku）氏

[講師プロフィール]

慶應義塾大学法学部法律学科卒業。国内生命保険会社を経て、プライス

ウォーターハウスコンサルタント株式会社に入社 2002年10月に新会社 ア、 「

イ・ビー・エム ビジネスコンサルティング サービス株式会社」に統合。

一貫してホワイトカラーの生産性向上に関するコンサルティングを手がけ

ており、最近では「公共部門の変革」について指導的立場にある。管理会

計構築プロジェクト、人事制度改革プロジェクト等のほか、自治体向けコ

ンサルティングで多くの成果を上げている。

著書 「人事戦略30テーマ実務マニュアルファイル」

（ ）発行 株式会社アーバンプロデュース

４ 内 容

挨 拶 山形県オープンシステム研究会ＤＢプラットフォーム部会12月21日

部会長 株式会社管理システム専務取締役 渡部幹也13:30～13:35

第１部 ITは 「やりかたを変える」ツールから 「やることを変える」触13:35～15:00 、 、

。 、「オンデマンド・ 媒に進化しつつある 商品やナレッジを社内だけで作るのではなく

ビジネスの世界： 顧客やビジネスパートナーといった、外部と密接に結びつく人財を

- の 抱える企業が、柔軟性・即応性を獲得している。そうした時代の潮e Transformation

時代」 流と、実際にうまくやっている企業の事例について紹介する。

第２部 iDCやそこで提供される情報システムをきっかけとして。地域の15:15～16:30

「地方でのIT産業 公共・民間が共同で知恵を絞り、ともに価値を生み出していくため

発展モデル：人財 には、また互いに自立したパートナーになるためには、何をすれば

による成長戦略」 よいのか。投資としてのコミュニティ活動、提案段階からの顧客と

の協働、それによってもたらされる相互関係の外部拡大を通じて、

創造的な組織に変革していくことの重要性を確認する。

５ 参 加 費 無料

（経営者、プロジェクト管理者、システム企画担当の方）６ 定 員 60名

７ 申込期限 資料準備の都合により、前日までご連絡下さい。
別紙申込をFAXで。電子メールやWebでも申し込みできます。

mailto: seminar@aic.pref.yamagata.jp
http://www.aic.pref.yamagata.jp/

８ 連 絡 先 山形県産業創造支援センターデザイン・情報課
(KANAUCHI, Shushi (TADA, Shingo)金内秀志 、多田伸吾）

〒990-2473 山形市松栄一丁目３番８号

Tel 023-647-8111 , Fax 023-647-8118



０２３－６４７－８１１８ＦＡＸ送信先

ONDEMAND041221

山形県産業創造支援センター デザイン・情報課
オンデマンド講演会窓口 宛
TEL023-647-8113, http://www.aic.pref.yamagata.jp/

講 演 会 参 加 申 込 書

貴 社 名

〒
貴 社 住 所

TEL : - -
（所属・役職）

代 表 者 名

オンデマンド時代のＩＴ人財課 程 名

～価値を生み出すヒューマンキャピタルの強化～
「ＩＴ産業の活性化は魅力ある人財、組織作りから」

平成16年12月21日(火) 13:30～16:30開 催 日

山形県産業創造支援センター 多目的ホール
会 場

〒990-2473 山形市松栄1-3-8 TEL023-647-8111

無 料会 費

平成16年12月20日（月）申 込 期 限

フリガナ

氏 名
受 講 者 １

所属・役職

フリガナ

氏 名
受 講 者 ２

所属・役職

フリガナ

氏 名
受 講 者 ３

所属・役職

【備考】
１．Webでの申し込み受付も行っております、ご利用下さい。

http://www.aic.pref.yamagata.jp/
２．本申込書をもって受講票とさせて頂きますので、当日受付に提出ください。
３．４名以上のお申し込みの際は、本申込書をコピーしてお使い下さい。


